
別紙標準様式（第６条関係）   

会 議 録 

会 議 の 名 称 令和８年度(2026 年度)第１回枚方市建築審査会 

開 催 日 時 
令和８年(2026 年)６月 18 日 

（木曜日） 

14 時 00 分から 

15 時 20 分まで 

開 催 場 所 枚方市庁舎（分館）４階 会議室 

出 席 者 

阿部会長、小泉委員、小谷委員、佐野委員、東野委員、三宅委

員 

※小谷委員、東野委員、三宅委員はオンライン出席 

欠 席 者 寺地会長代理 

案  件  名 

審議案件 

議案第１号 

香里園東之町における建築基準法第 55 条第４項第２号の

規定による許可について 

議案第２号 

建築基準法第 55 条第４項第２号許可に係る一括同意基準

の制定について 

議案第３号 

北中振３丁目における建築基準法第 44 条第１項第２号の

規定による許可について 

報告案件 

報告第１号 

建築基準法第 43 条第２項第２号許可の一括同意基準に基

づく報告事項 

提出された資料等の 

名 称 

１ 議事次第 

２ 令和８年度第１回枚方市建築審査会議案書及び報告資料 

３ 枚方市建築審査会資料（取扱要領等資料） 

決  定  事  項 

１ 次の案件について枚方市建築審査会として同意した。 

議案第１号 

香里園東之町における建築基準法第 55 条第４項第２号の

規定による許可について 

議案第３号 

北中振３丁目における建築基準法第 44 条第１項第２号の



規定による許可について 

２ 次の案件について枚方市建築審査会として承認した。 

議案第２号 

建築基準法第 55 条第４項第２号許可に係る一括同意基準

の制定について 

３ 次の案件について枚方市建築審査会として報告を受けた。 

報告第１号  

 建築基準法第 43 条第２項第２号許可の一括同意基準に基

づく報告事項 

会議の公開、非公開の別 

及 び 非 公 開 の 理 由 

１ 議案第１号の案件については、公開。 

２ 議案第２号の案件については、枚方市情報公開条例第５条

第６号に該当するため非公開。 

３ 議案第３号の案件については、枚方市情報公開条例第５条

第５号に該当するため非公開。 

４ 報告第１号の案件については、枚方市情報公開条例第５条

第１号に該当するため非公開。 

会議録の公表、非公表

の別及び非公表の理由 

１ 議案第１号の案件については、公表。 

２ 議案第２号の案件については、枚方市情報公開条例第５条

第６号に該当するため非公表。 

３ 議案第３号の案件については、枚方市情報公開条例第５条

第５号に該当するため非公表。 

４ 報告第１号の案件については、枚方市情報公開条例第５条

第１号に該当するため非公表。 

傍 聴 者 の 数 なし 

所 管 部 署 

（ 事 務 局 ） 
都市整備部 開発調整課 
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審  議  内  容 

阿部会長 ただ今より、令和８年度第１回枚方市建築審査会を開催いたし

ます。 

本日は、委員の皆様方にはお忙しい中、本審査会にご出席をい

ただきありがとうございます。 

今回は、令和８年度を迎えて、はじめての審査会でございます。

枚方市職員に変更がございますので、事務局より紹介をお願いし

ます。 

事務局 開発調整課 

岸川課長代理 

はい。この４月の人事異動により、職員の変更がありましたの

で、紹介いたします。 

事務局 開発調整課長 伊藤より、後任の水阪でございます。 

事務局 開発調整課 

水阪課長 

水阪でございます。よろしくお願いします。 

事務局 開発調整課 

岸川課長代理 

つづきまして、事務局 開発調整課 係長 唐崎でございま

す。 

事務局 開発調整課 

唐崎係長 

唐崎と申します。よろしくお願いします。 

事務局 開発調整課 

岸川課長代理 

つづきまして、事務局 開発調整課 古川より、私、岸川が後

任となりました。よろしくお願いします。 

その他の職員は昨年度から変更ありませんので、引き続きよろ

しくお願いいたします。本市職員の紹介は以上です。 

阿部会長 はい。よろしくお願いします。 

それでは、委員の出席状況を事務局からお願いします。 

事務局 開発調整課 

岸川課長代理 

はい。本日の委員の出席状況を報告します。 

本審査会の委員総数７名のうち 本日は、会場にて３名、ＷＥ

Ｂにて小谷委員、東野委員、三宅委員の３名に出席していただい

ております。したがいまして、委員総数の過半数に達しており、

枚方市建築審査会設置条例第５条第２項の規定により、本日の審

査会が成立しておりますことを、ご報告いたします。 

なお、寺地委員につきましては、あらかじめ欠席される旨のご

連絡をいただいております。 

阿部会長 ただ今、事務局から報告がありましたとおり、本日は、過半数

の委員に出席していただいており、枚方市建築審査会設置条例第

５条第２項の規定により、本日の審査会が成立していることを、

確認いたしました。 

さて、本日の案件は、審議案件といたしまして、「香里園東之

町における建築基準法第55条第４項第２号の規定による許可に

ついて」、「建築基準法第55条第４項第２号許可に係る一括同意
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基準の制定について」、「北中振３丁目における建築基準法第4

4条第１項第２号の規定による許可について」の計３件、報告案

件といたしまして、「建築基準法第43条第２項第２号許可の一括

同意基準に基づく報告事項」を１件、それぞれ予定しております

ので、よろしくお願いいたします。 

はじめに、本建築審査会の開催にあたり、安達都市整備部次長

より、ご挨拶をお願いいたします。 

枚方市 都市整備部 

安達次長 

枚方市都市整備部次長の安達でございます。開会にあたりまし

て、一言ご挨拶申し上げます。 

委員の皆様におかれましては、大変お忙しい中、令和８年度第

１回枚方市建築審査会を開催いただき、誠にありがとうございま

す。 

また、日頃より本市建築行政にご理解、ご協力をいただいてお

りますことを、改めてお礼申し上げます。 

さて、本日の審査会ですが、議事次第にございますように、建

築基準法第55条第４項第２号の規定による許可にかかる審議案

件を１件、建築基準法第55条第４項第２号許可に係る一括同意基

準の制定にかかる審議案件を１件、建築基準法第44条第１項第２

号の規定による許可にかかる審議案件を１件、一括同意基準に基

づき許可を行った報告案件を１件、予定しております。 

皆様の忌憚のないご意見をいただきたく存じますので、よろし

くご審議の程、お願い申し上げます。 

そして、本建築審査会の委員の皆様の任期が本年６月末までと

なっており、小谷委員、佐野委員、東野委員におかれましては、

任期満了となりますことから、本日の審査会閉会後にお時間をと

らせていただき、ひとことご挨拶をいただきたいと考えておりま

すのでよろしくお願いいたします。 

最後になりましたが、新年度を迎え、定期人事異動により本審

査会運営に従事しております職員にも若干の入れ替わりがござ

いましたが、従来と変わらぬ運営を心がけて参りますのでよろし

くお願いいたします。 

簡単ではございますが、開会のご挨拶とさせていただきます。 

本日はよろしくお願いいたします。 

阿部会長 ありがとうございました。 

つづきまして、資料の確認を事務局からお願いします。 

事務局 開発調整課 

岸川課長代理 

それでは、本日の資料を確認させていただきます。 

議事次第、議案書につきましては、タブレットでご確認いただ

きます。 
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資料としまして、取扱要領等を綴じた黄色のファイルをご用意

しております。 

会議中、資料共有等の際に、タブレットの動作や、通信状況に

不具合ございましたら、事務局の方で対応いたしますので挙手に

てお教えください。資料については、以上でございます。 

阿部会長 それでは次に、会議の公開、非公開につきまして、本審査会は

枚方市審議会等の会議の公開等に関する規程に基づき運営を行

っておりますため、原則、公開といたします。 

本日の議案書等を確認しましたところ、案件となっております

議案第１号には、枚方市情報公開条例第５条に規定する「非公開

情報」は、含まれておりません。 

議案第２号につきましては、審議、検討に関する情報であって、

公にすることにより、意思決定の中立性が不当に損なわれる恐れ

があるものでございます。また、議案第３号は、公共の安全と秩

序の維持に支障を及ぼすと認められる情報が含まれております。

そして、報告第１号は、個人申請の案件ですので、個人に関する

情報が含まれております。 

したがいまして、議案第１号の案件につきましては公開、議案

第２号につきましては枚方市情報公開条例第５条第６号の規定

により非公開、議案第３号につきましては同条例第５条第５号の

規定により非公開、また報告第１号につきましては同条例第５条

第１号の規定により非公開が相当であると判断いたしますが、ご

異議ございませんでしょうか。 

委員 異議なし。 

阿部会長 それでは、異議なしとのことでございますので、そのように取

り扱います。 

次に会議録、会議資料の公表、非公表についてですが、枚方市

のホームページなどで原則、公表することとしております。会議

において公開の扱いとする、議案第１号の案件の会議録は、枚方

市ホームページなどで公表することとし、議案資料につきまして

も本審査会の運用事項で定めていますとおり、議案書の抜粋を公

表いたします。 

また、会議を非公開の扱いとする案件の会議録、会議資料につ

きましては、非公表といたします。よろしいでしょうか。 

委員 異議なし。 

阿部会長 では異議なしとのことでございますのでそのように取り扱い

ます。 

それでは、これから議案第１号「香里園東之町における建築基
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準法第55条第４項第２号の規定による許可について」の審議に移

ります。 

本日の傍聴人について、事務局からお願いします。 

事務局 開発調整課 

岸川課長代理 

傍聴を希望されている方は、いらっしゃいません。 

 １ 審議案件 

議案第１号 

香里園東之町における建築基準法第55条第４項第２号の規定

による許可について 

阿部会長 それでは、議案第１号について、処分庁から説明をお願いしま

す。 

処分庁 審査指導課 

金子主任 

審査指導課の金子でございます。よろしくお願いいたします。

大変恐縮ではございますが、着席して説明させていただきます。 

それでは、本日の議案第１号でございます「香里園東之町にお

ける建築基準法第55条第４項第２号による許可について」の説明

をはじめます。 

はじめに、議案第１号の提案の趣旨についてですが、本申請は

用途地域が第一種低層住居専用地域である土地に建築された公

立の中学校において、都市計画で定められた建築物の高さの限度

である10メートルを超える建築物を増築するために、建築基準法

第55条第４項第２号の規定による許可を取得しようとするもの

です。 

適用条文の内容及び許可がやむを得ないと判断するに至った

根拠については、のちほどご説明いたします。 

まず調査報告書に沿って、計画の概略についてご説明致しま

す。 

申請者は、枚方市長、申請地は、枚方市香里園東之町2570番１

号他 です。地域地区等については、用途地域が第一種低層住居

専用地域で、指定建蔽率が50パーセント、指定容積率が100パー

セントの地域です。その他、法22条区域、第一種高度地区が定め

られております。 

申請地の位置を付近見取図でお示ししますと、申請地は赤色で

示した場所で、京阪本線香里園駅より東に約1.1キロメートルの

位置にございます。つづいて、こちらは申請地付近の航空写真で

すが、申請地は赤色で囲った範囲で、小さくハッチングした部分

に増築を行う計画です。敷地周囲は主に住宅地となっており、東

側道路向かいには税務大学校大阪研修所が立地しております。 

つづきまして、建築物の概要です。左右に欄が分かれている項



5 

目は、左が敷地内全体の建築物に関する内容で、階数、高さ等は

最大のものをお示ししており、右側につきましては増築部分のみ

の情報となっています。許可上重要となる部分のみの説明となり

ますが、主要用途は中学校で、増築する部分はエレベーターの昇

降路および駐輪場です。階数は、敷地内建築物の最大のものが４

階建てで、増築部分も同じくエレベーター棟部分が４階建てで

す。高さは、敷地内建築物の最大値が15.67メートル、増築部分

についても15.67メートルの計画です。 

次に、現況写真の撮影方向を矢印のとおり示します。赤いハッ

チング部分が増築部分であり、１がエレベーター棟部分、２が駐

輪場の撮影方向です。 

まず、１の写真がこちらです。管理棟を北側から撮影した写真

で、赤色の部分にエレベーター棟を増築します。 

次に、２の写真がこちらです。右手に見える建築物が体育館で、

赤色の場所に駐輪場を新設します。左手の擁壁上に道路境界線が

あり、道路対側の住宅地への日影の影響はほとんど無い計画とな

っています。 

つづきまして、計画図面について順次ご説明いたします。 

こちらは配置図ですが、既設建築物のうち、管理棟の北側にエ

レベーターの昇降路を増築します。また、管理棟と教室棟は２階

および３階で渡り廊下により行き来できる計画となっています。

したがって、管理棟および教室棟は一棟の建築物となっていま

す。 

次に、管理棟および教室棟の１階平面図です。赤色の部分が増

築するエレベーター棟です。管理棟の廊下からエレベーターにア

クセスできるように計画されています。管理棟１階には理科教室

や調理教室等があります。 

次に、管理棟および教室棟の２階平面図です。管理棟２階には

主に職員室や保健室、被服教室等があります。 

次に、管理棟および教室棟の３階平面図です。管理棟３階には

主に図書室や音楽教室等があります。 

次に、管理棟の４階平面図です。教室棟については３階建ての

ため、屋上の絵となっています。管理棟４階には主に美術教室や

コンピューター教室等があります。 

つづきまして、管理棟の北立面図です。赤色の部分が増築する

エレベーター棟です。 

高さ等に関してはのちほど増築部分のみを拡大した図面にて

ご説明いたします。 
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つづきまして、管理棟および教室棟の西立面図です。同様に赤

色の部分がエレベーター棟です。２階および３階は渡り廊下で接

続されています。 

次に、増築部分のエレベーター棟の平面詳細図です。 

各階で、幅3.16メートル、奥行2.57メートルの昇降路と幅3.1

6メートル、奥行1.24メートルのエレベーターホールを既設管理

棟の廊下に接続する計画です。接続部分にはエキスパンションジ

ョイントを設け、構造的に分離した計画となっています。 

つづいて、増築部分のエレベーター棟の立面図です。増築する

エレベーター棟の高さは15.67メートルとなっています。 

次に増築部分のエレベーター棟の断面図ですが、接続する管理

棟の既設部分の高さは、15.67メートルで、増築部分と同じ高さ

となっています。 

つづきまして、今回新設する駐輪場の図面を示します。まず、

こちらが配置図です。体育館のそばに建築する計画となってお

り、自転車12台程度の駐輪スペースを確保しています。屋根の雨

水は既設側溝に流す計画となっています。 

次に駐輪場の立面図と断面図です。高さは2.25メートル、屋根

の横幅は7.676メートル、奥行きは2.0メートルとなっています。

屋根は不燃材で計画されており、法22条に適合しております。 

以上が計画の説明となります。 

つづいて、適用条文と許可がやむを得ないと判断するに至った

根拠についてご説明します。 

こちらが建築基準法第55条の抜粋ですが、関係する条項の内容

を順にみていきます。 

まず第１項ですが、「第一種低層住居専用地域、第二種低層住

居専用地域又は田園住居地域内においては、建築物の高さは、1

0メートル又は12メートルのうち当該地域に関する都市計画にお

いて定められた建築物の高さの限度を超えてはならない。」とな

っています。今回の申請地は第一種低層住居専用地域ですが、本

市の都市計画において定められた建築物の高さの限度は10メー

トルとなっています。 

つぎに第４項ですが、「第１項及び第２項の規定は、次の各号

のいずれかに該当する建築物については、適用しない。」となっ

ており、第２号に「学校その他の建築物であって、その用途によ

ってやむを得ないと認めて特定行政庁が許可したもの」とありま

す。すなわち、許可するにあたって考慮すべき事項は、「建築物

の用途が何か」ということになりますが、用途の例示として条文
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上「学校」が挙げられておりますので、学校施設として必要な建

築物であり、かつ規制を超える高さが最低限のものであれば、許

可が可能であると考えております。 

また、今回日影規制への適合状況を確認しておりますが、条文

上は、第４項第１号のような「低層住宅に係る良好な居住の環境

を害するおそれがないと認めて」といった文言は含まれておりま

せんので、あくまで参考情報となります。 

それでは、３つの検討事項について順にご説明いたします。 

１つ目の「学校施設としての必要性」ですが、エレベーターを

設置することとなった理由としましては、令和２年のバリアフリ

ー法改正により、公立小中学校が特別特定建築物に追加されたこ

とが挙げられます。この法改正により新築等を行う学校について

はバリアフリー基準への適合義務が生じることとなり、既設の学

校については基準適合の努力義務が課されることとなりました。 

この法改正を踏まえて本市では、全ての小中学校に順次エレベ

ーターの設置を進めることを「学校施設のエレベーター整備等に

関する方針」において定め、この方針に沿ってエレベーター整備

事業を進めております。よって、本申請は努力義務とはいえ、バ

リアフリー法で定める基準に適合させるための建築行為であり、

要配慮者が移動に不自由を感じることなく学校生活を送るため

に必要なものといえます。 

次に２つ目の「規制を超える高さが最低限のものか」について

ですが、申請地内には新築及びこれまでの増築において10メート

ルを超える建築物が既に建築されています。左下に10メートルを

超える建築物の高さを記載しておりますがこれらの建物は昭和4

8年３月までに建築されており、その当時は当該敷地において10

メートルの高さ制限はありませんでした。したがってこちらの建

築物については既存不適格の状況となっております。 

今回バリアフリー化を行う上で既設管理棟の４階部分にもア

プローチする必要があるため、増築部分の高さについては既設と

同等のものとなっており、不必要に高さの高いものを建築する計

画ではありません。 

最後に、「日影規制への適合状況」に関して説明します。日影

規制は建築基準法第56条の２に規定されており、その内容としま

しては敷地境界線もしくは道路中心線から一定の距離を超える

範囲に、定められた時間以上、日影となる部分を生じさせてはな

らないというものです。 

具体的には、敷地境界線もしくは道路中心線からの距離と日影
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となる時間の組み合わせは２種類あり、青色の破線が敷地境界線

もしくは道路中心線から５メートルの位置を示しており、青色の

実線は４時間日影となる範囲を示しています。赤色の破線が敷地

境界線もしくは道路中心線から10メートルの位置を示しており、

赤色の実線は2.5時間日影となる範囲を示しています。こちらは

増築前の日影図です。それぞれの実線が同色の破線の範囲を超え

ておらず、日影規制に適合しています。また、敷地境界線外に日

影が生じている箇所であるＡおよびＢの範囲については、のちほ

ど拡大図をお見せいたします。 

 つづいて、こちらが増築後の日影図です。増築前と同様、それ

ぞれの実線が同色の破線の範囲を超えておらず、日影規制に適合

しています。 

次に、先ほどお見せしました日影図のＡの範囲を拡大したもの

を示します。上が増築前の日影図で、下が増築後の日影図です。

敷地境界線の外に日影が生じている部分を赤色で着色していま

す。増築前から増築後で敷地境界線外に日影が生じている部分の

増加はありません。 

つづいて、Ｂの範囲を拡大したものを示します。こちらも同様

に増築前から増築後で敷地境界線外に日影が生じている部分の

増加はありません。 

以上のことから調査報告書の調査意見のとおり、今回の増築

は、令和５年３月に定められた本市の「学校施設のエレベーター

整備等に関する方針」に基づき、学校のバリアフリー化を進める

ために行われるもので、既設建築物と同等の高さで計画するもの

です。したがって、建築基準法第55条第４項第２号において、「そ

の用途によってやむを得ない」と認められると判断し、本件をご

提案するものでございます。 

よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

阿部会長 ありがとうございました。 

ただいま説明がありました、議案第１号につきまして、ご意見、

ご質問はございますでしょうか。いかがでしょうか。 

小泉委員 大阪府の小泉でございます。バリアフリーのために、学生とか、

その他の関係者、バリアフリーにアクセスするために、エレベー

ターは必要な施設だと思います。それと、従前の建物と増築後の

建物で、日影の落ち方に全然増大がないということで、大きな支

障はないと思います。 



9 

 
 

阿部会長 ありがとうございます。 

学校のエレベーターは必要であって、日影規制も影響がない

ので問題がないのではないかというご意見をいただきました。 

他にございませんでしょうか。 

それでは特にないようですので、ただいまご審議いただきま

した議案第１号について、同意することにご異議ございません

でしょうか。 

委員 異議なし。 

阿部会長 では異議なしとのことでございますので議案第１号について

同意することといたします。 

 ２ 審議案件 

議案第２号 

建築基準法第55条第４項第２号許可に係る一括同意基準の制

定について 

【非公表】 

 ３ 審議案件 

議案第３号 

北中振３丁目における建築基準法第44条第１項第２号の規定

による許可について 

【非公表】 

 ４ 報告案件 

報告第１号 

建築基準法第43条第２項第２号許可の一括同意基準に基づく

報告事項 

【非公表】 

阿部会長 これをもちまして本日予定をしておりました案件はすべて終

了いたしました。 

枚方市建築審査会議事規則第５条第２項に基づきまして、本

日の会議録の署名人として、私と、あと２名の委員の指名をい

たします。今回は、小泉委員と佐野委員にお願いをし、会議録の

清書後、署名をしていただくこととしますので、よろしくお願

いします。 

それでは、これで本審査会を閉会することとします。 


